
本技術のアピールポイント

新技術の概要
DNA合成における光脱保護過程の反応溶媒と

ポーラスガラスの屈折率を合わせることで、反応効率が大幅に向上

・ポーラスガラスの屈折率と合わせた溶媒（例えば、トルエン－ジオ
キサンなど）中では、ポーラスガラスの光透過性が大幅に向上し、
ガラス担体上のDNAの光分解性保護基が、迅速かつ高効率に紫外線
（ＵＶ）照射により脱保護できる

・光制御により、ポーラスガラス上で多種類のオリゴヌクレオチドを
同時合成できるフロー合成システムを構築できる

• DNA合成の効率化
• 板状ポーラスガラス上で多種類DNAを同
時合成できる高効率フロー合成システム
を構築可能

光透過性を向上させたポーラスガラス上での
光制御型核酸フロー合成

お問い合わせ先：
東京工業大学 研究・産学連携本部
E-mail: : thioki@sangaku.titech.ac.jp
TEL： 045-924-5171 URA 日置孝徳

用途分野

• DNA合成（mRNA合成も可能）
• オンチップ合成型のマイクロアレイの作成
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【ナノポーラスガラス/混合溶媒のUV光（365nm）の透過性】

【ジオキサン/トルエン=57.5/42.5：高効率で脱保護】

Dioxane/Toluene (57.5:42.5, v/v)
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